
【草花の部屋】 

 

ハボタン（アブラナ科アブラナ属  

Brassica oleracea var. acephala f. tricolor ） 

和名：ハボタン(葉牡丹)  別名：ハナキャベツ(花キャベツ) 

英名：Ornamental cabbage、Ornamental kale、 Flowering kale 

フウチョウソウ目 多年草   原産地：ヨーロッパ 

  花言葉：祝福、利益、慈愛、愛を包む、物事に動じない 花色：黄  

    葉色：赤、桃、黄、白、紫、緑、複色 

 

← 写真-１ ハボタン 

撮影日：2021 年 3月 5 日 

撮影場所：大和郡山市郊外にて 

撮影者：Ｍ さん 

 

↘ 写真-２ ハボタン 

撮影日：2021 年 3月 5 日 

撮影場所：大和郡山市郊外にて 

撮影者：Ｍ さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

← 写真-３ ハボタン 

撮影日：2021 年 3月 17 日 

撮影場所：奈良市郊外にて 

撮影者：Ｍ さん 



 

→ 写真-４ ハボタン 

撮影日：2021 年 3月 17 日 

撮影場所：奈良市郊外にて 

撮影者：Ｍ さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 写真-５ ハボタンの花 

撮影日：2021 年 3月 24 日 

撮影場所：大和郡山市郊外にて 

撮影者：Ｍ さん 

 

→ 写真-６ ハボタンの蕾と花 

撮影日：2021 年 3月 24 日 

撮影場所：大和郡山市郊外にて 

撮影者：Ｍ さん 

 

ハボタンは、夏にタネを播いて育て、寒くなるとともに色づく葉を、冬から春に

かけて観賞する植物で、冬花壇や正月飾りに欠かせない植物です。冬の寒さに冴え

る白や赤の葉は大輪の花が咲いたような美しさで、外側の葉はグリーンで大きく、

中心の葉は紅色、白、桃、クリーム色などに色づきます。冬の寒い間は茎が伸びず

に寸の詰まった姿をしていますが、暖かくなると茎が伸びてきて菜の花のような黄

色い花を咲かせます。 

冬枯れの庭に彩りを添えてくれる数少ない貴重な素材として、かつては大株を花

壇や鉢に植えつけて楽しむのが主流だったようですが、品種改良等で小型化が進

み、今では小さく仕立てられたものが主流になっているそうです。2 年目以降は分

枝するので、分枝した姿を「踊りハボタン」として楽しむこともできます。 

日当たりと風通しのよい場所を選べば、初心者にも育てやすい植物で、種からで

も苗からでも育てることができ、鉢植え、地植えともに適しています。寒さに強



く、秋の低温で発色を始め、冬の寒さに当たることで鮮やかさを増していくため、

室内や温室では葉が綺麗に色づかないことがあります。ただし、北風や強い霜にあ

たると株が弱ってしまい、葉が枯れてしまうので要注意です。特に、白緑葉系統

は、赤葉系統に比べると霜害に弱く、枯死することがあるそうです。 

葉牡丹の名前は、花姿が「牡丹」に似ていることにちなんでいるそうですが、花

ではなく葉っぱが色づくため、「葉牡丹」という名前がつけられたそうです。 

ハボタンは、ブロッコリーやカリフラワーなどと同じアブラナ科の植物でキャベ

ツの仲間である非結球性ケールから改良されたと考えられていて、原産地のヨーロ

ッパでは、古くから野菜として扱われてきたそうです。日本には江戸時代に食用と

して渡来し、その後は観賞用として改良されてきたそうです。日本を中心に品種改

良が進み、江戸時代から東京で改良されてきた「東京丸葉系」、明治中期に名古屋

地方で創り出された「縮緬(ちりめん)系」、戦後大阪地方で創り出された「大阪丸

葉系」、1977 年に発表された「切れ葉系」、さらにメキャベツ(芽キャベツ)と交配し

てつくられた系統のほか、葉に光沢があるものなど世界屈指の多様な系統があるそ

うです。 

 

＜ちょっと一言＞ 

 

＊丸葉系 

・東京丸葉系 

江戸時代から東京で改良されてきた品種で、最も古い歴史のあるハ

ボタンの系統です。やや草丈が高く、キャベツのように葉が丸いのが

特徴で「江戸ハボタン」とも呼ばれます。上から見ると真円に見えま

す。 

・大阪丸葉系 

戦後に大阪地方で創り出された品種で「東京丸葉系」と「名古屋ち

りめん系」を掛け合わせて創られた品種です。丸い体にひらひらした

縁取りを持ちます。 

＊縮緬(ちりめん)系 

・名古屋ちりめん系 

縮葉ケールと掛け合わせて明治時代に名古屋で創られた品種で、葉

のフチが細かくフリル状になります。根の生長がやや弱く、大株の移

植はむずかしいので花壇への列植には適しません。 

＊切れ葉系 

・葉が長く、切れ込み方によって「さんご系」「くじゃく系」などがあり

ます。サンゴ系はロシアからもたらされた切り込みの深い品種です。 

 

この他にも、光沢とメタリックな質感が特徴の「プラチナケール」という新

タイプや、外葉を外すとバラのように見える「フレアホワイト」といった、

新感覚のハボタンが登場しているそうです。 


